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「男」とか、 「彼」とか、 「僕」などと呼ばれる。舞台は「病院」とか、 「村 J などであ
る。この不特定さのために物語は寓話に近く、人物はどの人間でも象徴に見える。 5 0 年












































常だ！」。第二は抗議一一一一 「こんなこと、やってられない。 J 。第三は狼狽一一一一

















































































































ている感じだ。膝の裏のくぼみだけが、なんとか娘らしい、清潔な陰を作っている。 J 0 
彼女は探偵のセックスの相手として拒絶され、次の文で小説から姿を消してしまう。 「と
り残された女子学生は、呆然と、冷凍庫の魚みたいに、ただ表情もなく立ち尽くしている
















































































れているわけだ 0 J と言う。前の二つの小説の分析で見たとおりに、女の性は消極的な力


































安部公房、 『 R62 の発明・鉛の卵』、新潮出版、昭和 3 2 年 1 1 月
安部公房、 『砂の女』、新潮出版、昭和 3 7 年 6 月
安部公房、 『人間そっくり』、新潮出版、昭和 4 2 年 1 月
安部公房、 『燃えつきた地図』、新潮出版、昭和 4 2 年 7 月
安部公房、 『壁』、新潮出版、昭和 44 年 5 月
安部公房、 『無関係な死・時の農』、新潮出版、昭和 4 9 年 4 月
安部公房、 『密会』、新潮出版、昭和 5 2 年 1 2 月
安部公房、 『友達・棒になった男』、新潮出版、昭和 6 2 年 7 月
? ??
